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要
旨　

本
論
文
で
は
、
終
助
詞
カ
ナ
を
用
い
た
感
動
喚
体
句
に
つ
い
て
扱
う
。『
源
氏
物
語
』
の
カ
ナ
感
動
喚
体
句
と
『
今
昔
物
語
集
』

の
カ
ナ
感
動
喚
体
句
を
比
較
す
る
と
、
今
昔
で
は
、
人
を
意
味
す
る
名
詞
を
骨
子
体
言
と
す
る
用
例
が
大
き
く
増
え
て
お
り
、
そ
の
名

詞
が
聞
き
手
を
指
す
用
例
も
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
カ
ナ
感
動
喚
体
句
が
遭
遇
し
た
事
態
に
対
す
る
話
者
の
情
意
を
確
認
し

語
る
と
い
う
表
現
性
か
ら
、
遭
遇
し
た
事
態
そ
の
も
の
を
語
る
も
の
に
変
化
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

一　

は
じ
め
に　
　

カ
ナ
感
動
喚
体
句
に
つ
い
て

一
の
一　

山
田
孝
雄
の
感
動
喚
体
の
定
義

　

「
喚
体
句
」
と
い
う
概
念
は
、
山
田
孝
雄
博
士
が
創
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
我
々
が
通
常
「
文
」
と
呼
ぶ
も
の
は
、
山
田
に
お
い
て

は
「
句
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
統
覚
作
用
の
一
回
の
活
動
に
よ
り
て
組
織
せ
ら
れ
た
る
思
想
の
言
語
上
の
発
表
を
い
ふ
」（『
日

本
文
法
学
概
論
』九
一
七
頁
）と
さ
れ
る
。「
統
覚
作
用
」と
は
、事
態
了
解
に
お
け
る
精
神
作
用
の
こ
と
で
あ
る
。
山
田
に
お
け
る「
句
」

と
は
、
こ
の
よ
う
に
精
神
作
用
を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
思
想
が
言
語
と
し
て
形
を
取
っ
た
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

句
は
、
そ
の
発
表
形
式
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
が
述
体
の
句
と
喚
体
の
句
で
あ
る
。
述
体
の
句
と
は
、
主
語
と
述
語

近

藤

要

司

　
　

『
今
昔
物
語
集
』
の
カ
ナ
感
動
喚
体
句
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

―
『
源
氏
物
語
』
の
カ
ナ
感
動
喚
体
句
と
の
比
較
―
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の
対
立
と
統
一
が
句
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り
、「
花
が
咲
い
た
。」
の
よ
う
な
我
々
が
通
常
思
い
描
く
「
文
」
と
い
う
も
の
に
近
い
。

一
方
、
喚
体
の
句
と
は
、
古
代
語
の
「
美
し
き
花
か
も
」
の
よ
う
な
類
の
文
で
あ
り
、
山
田
博
士
の
定
義
に
よ
れ
ば
「
常
に
体
言
を
骨

子
と
し
て
、
そ
れ
を
呼
格
と
し
、
そ
れ
を
思
想
の
中
心
点
と
し
て
、
構
成
せ
ら
る
る
も
の
な
り
。
こ
れ
は
そ
の
直
感
的
一
元
性
の
発
表

に
し
て
、
感
情
的
の
発
表
形
式
を
と
る
こ
と
に
於
い
て
、
述
体
の
句
の
理
性
的
二
元
性
の
発
表
た
る
も
の
と
性
質
と
構
造
と
の
二
面
に

於
い
て
根
本
的
に
違
ふ
も
の
と
し
て
対
立
す
る
も
の
な
り
。」（『
日
本
文
法
学
概
論
』
九
三
六
頁
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
喚
体

句
は
さ
ら
に
先
の
「
美
し
き
花
か
も
」
の
よ
う
な
感
動
喚
体
句
と
「
老
い
ず
死
な
ず
の
薬
も
が
」
の
よ
う
な
希
望
喚
体
句
に
二
分
さ
れ

る
。
本
稿
で
扱
う
の
は
、
古
代
語
で
中
古
以
後
多
く
用
い
ら
れ
る
終
助
詞
カ
ナ
を
文
末
に
持
つ
感
動
喚
体
句
（
以
下
「
カ
ナ
感
動
喚
体

句
」
と
呼
ぶ
）
で
あ
る
。
山
田
の
言
う
「
こ
の
思
想
の
中
心
点
と
な
る
体
言
」
に
つ
い
て
、
本
論
で
は
以
下
「
骨
子
体
言
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
。

　
一
の
二　
　

『
源
氏
物
語
』
の
カ
ナ
感
動
喚
体
句
と
『
今
昔
物
語
集
』
の
カ
ナ
感
動
喚
体
句
の
比
較

　

一
一
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
『
源
氏
物
語
』
の
日
本
語
と
一
二
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
『
今
昔
物
語
集
』
の
日
本
語
と
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
属
す
る
文
化
背
景
の
違
い
の
み
な
ら
ず
、
時
代
的
な
変
遷
も
大
き
い
。
た
と
え
ば
、
前
稿
近
藤
（
二
〇
二
二
）
で
扱
っ
た
活
用

語
に
下
接
す
る
終
助
詞
カ
ナ
の
用
例
に
つ
い
て
は
、『
源
氏
物
語
』
に
三
五
〇
例
以
上
あ
っ
た
用
例
が
、ほ
ぼ
同
じ
言
語
量
を
有
す
る
『
今

昔
物
語
集
』
で
は
五
九
例
と
激
減
し
て
お
り
、
そ
の
詠
嘆
文
と
し
て
の
内
実
も
、
話
者
の
内
面
の
情
動
そ
の
も
の
を
述
べ
る
こ
と
を
主

眼
と
す
る
も
の
か
ら
、
遭
遇
し
た
出
来
事
を
描
く
こ
と
を
主
眼
と
す
る
表
現
に
変
化
し
て
い
た
。

　

今
回
は
こ
の
近
藤
（
二
〇
二
二
）
に
引
き
続
き
、
終
助
詞
カ
ナ
を
用
い
た
カ
ナ
感
動
喚
体
句
を
扱
う
。
今
回
扱
う
の
は
、
以
下
の
よ

う
な
用
例
で
あ
る
。（
用
例
の
後
に
は
、
用
例
の
所
在
と
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
の
巻
数
と
頁
数
を
示
し
て
あ
る
）
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⑴
い
と
あ
は
れ
に
悲
し
く
心
深
き
こ
と
か
な
と
涙
を
さ
へ
な
む
落
と
し
は
べ
り
し
。（
帚
木
・
新
編
二
〇
、六
六
頁
）

⑵
「
此
ノ
寺
ニ
モ
而
ル
夢
見
テ
語
ル
人
有
リ
ツ
。哀
ナ
ル
事
カ
ナ
」ト
テ
泣
々
ク
貴
ブ
。（
巻
一
二
第
二
四
・
新
編
三
五
、二
一
六
頁
）

　

 

こ
の
形
式
で
は
、『
源
氏
物
語
』
三
〇
九
例
、『
今
昔
物
語
集
』
二
〇
八
例
あ
る
。
先
に
述
べ
た
活
用
語
に
下
接
す
る
終
助
詞
カ
ナ

と
は
異
な
り
、『
今
昔
物
語
集
』
の
段
階
で
も
カ
ナ
感
動
喚
体
句
が
衰
退
し
た
と
は
言
え
な
い
。
事
実
、
さ
ら
に
後
の
時
代
の
『
宇
治

拾
遺
物
語
』
に
お
い
て
も
、
一
〇
〇
例
以
上
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
そ
の
内
実
に
は
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
本
稿
で
は
以
下
の
二
つ
の
点
を
中
心
に
比
較
を
行
う
。

（
一
）
連
体
修
飾
部
の
形
式
に
つ
い
て

（
二
）
骨
子
体
言
の
種
類
に
つ
い
て

　

そ
し
て
、「
人
を
意
味
す
る
名
詞
」
が
骨
子
体
言
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
さ
ら
に
用
例
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
も
比
較
を
行
う
。

資
料
に
つ
い
て

本
稿
で
は
、
国
立
国
語
研
究
所
（（
二
〇
〇
一
）『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』（
バ
ー
ジ
ョ
ン2021.3

，
中
納
言
バ
ー
ジ
ョ
ン2.5.2

）

https://ccd.ninjal.ac.jp/chj/

（（
二
〇
二
二
年
一
月
六
日
確
認
）
を
利
用
し
た
。
こ
の
コ
ー
パ
ス
か
ら
、『
源
氏
物
語
』
全
巻
、

『
今
昔
物
語
集
』（
巻
一
一
、一
二
、一
三
、一
四
、一
五
、一
六
，
一
七
，
一
九
，
二
〇
，
二
二
，
二
三
，
二
四
，
二
五
，
二
六
，
二
七
，

二
八
，
二
九
，
三
〇
，
三
一
）
の
終
助
詞
「
か
な
」
の
用
例
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
。
さ
ら
に
、
個
々
の
用
例
に
つ
い
て
は
、『
小
学

館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
の
注
な
ど
を
参
照
し
た
。『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
は
、
他
に
『CD

-RO
M

　

角
川
古
典
大
観　

源
氏

物
語
』
の
デ
ー
タ
も
利
用
し
た
。

https://ccd.ninjal.ac.jp/chj/
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二　

『
源
氏
物
語
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
の
カ
ナ
喚
体
句
の
全
体
的
な
比
較

二
の
一　

連
体
修
飾
部
の
あ
り
か
た

　

全
体
と
し
て
は
連
体
修
飾
部
の
あ
り
か
た
は
、
源
氏
と
今
昔
の
間
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。

　

表
1
の
「
形
容
詞
主
体
」
と
い
う
の
は
、
以
下
の
よ
う
に
、「
形
容
詞
連
体
形
」、「
形
容
詞
に
近
い
語
＋
あ
り
・
な
し
」、「
形
容
詞

語
幹
＋
の
」
の
形
式
で
あ
る

（
注
１
）。
な
お
、
こ
こ
で
の
形
容
詞
は
形
容
動
詞
を
含
ん
で
い
る
。

⑶
（
紫
の
上
を
は
じ
め
て
見
た
源
氏
が
そ
の
髪
の
美
し
さ
に
感
動
す
る
）
な
か
な
か
長
き

よ
り
も
こ
よ
な
う
い
ま
め
か
し
き
も
の
か
な
、
と
あ
は
れ
に
見
た
ま
ふ
。（
若
紫
・
新
編

二
〇
、二
〇
六
頁
）

⑷
（「
酒
壺
に
蛇
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る
」
と
妻
が
言
う
の
で
）「
奇あ

さ
ま
し異

キ
事
カ
ナ
。
若
シ

妻
ノ
僻
目
カ
」
ト
「
我
レ
行
テ
見
ム
」
ト
思
テ
（
巻
一
九
第
二
一
・
新
編
三
六
、五
二
六
頁
）

⑸
（
熱
心
に
求
愛
す
る
薫
を
大
君
が
あ
つ
か
い
か
ね
て
）
い
と
う
た
て
も
あ
る
わ
ざ
か
な
、

何
に
聞
き
入
れ
つ
ら
む
、
と
悔
し
く
む
つ
か
し
け
れ
ど
（
総
角
・
新
編
二
四
、二
六
四
頁
）

⑹
（
悪
霊
の
う
ご
め
く
所
に
、
迷
っ
て
は
い
り
こ
ん
だ
僧
に
、
死
ん
で
悪
霊
に
な
っ
た
僧
が

話
し
か
け
る
）「
汝
ハ
何
ニ
シ
テ
此
ノ
所
ニ
ハ
来
タ
ル
ゾ
。
此
ハ
人
ノ
輒タ

ヤ
スク
可
来
キ
所
ニ
モ

非
ズ
。
希
有
ノ
事
カ
ナ
」
ト
。（
巻
一
九
第
一
九
・
新
編
三
六
、五
一
九
頁
）

⑹
の
よ
う
な
「
形
容
詞
語
幹
＋
の
＋
名
詞
＋
か
な
」
は
、『
源
氏
物
語
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
表１．評価情意の在り方
情意評価の在り方 源氏 今昔
形容詞主体 208 67.1% 143 68.8%
形容詞連用修飾 37 11.9% 14 6.7%
形容語間接修飾 10 3.2% 26 12.5%
動詞主体 55 17.7% 22 10.6%
その他 0 0.0% 3 1.4%
総計 310 208
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『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、
一
一
例
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、『
源
氏
物
語
』
の
時
代
に
は
カ
ナ
感
動
喚
体
句
と
並
ん
で
多
用
さ
れ
て
い
た
「
を

か
し
の
御
髪
や
」
型
の
喚
体
句
と
カ
ナ
喚
体
句
が
混
同
さ
れ
て
で
き
た
形
式
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
今
昔
で
は
終
助
詞
ヤ
を
用
い
た
「
を
か
し
の
御
髪
や
」
型
の
喚
体
句
は
激
減
し
て
お
り
、『
今
昔
物
語
集
』
全
体
で
六

例
し
か
見
つ
か
ら
な
い
。

　

「
形
容
詞
連
用
修
飾
」
は
、
骨
子
体
言
を
直
接
に
修
飾
し
て
い
る
の
は
動
詞
で
あ
り
、
そ
れ
を
さ
ら
に
情
意
評
価
の
形
容
詞
が
連
用

修
飾
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

⑺
（
は
っ
き
り
し
な
い
夕
霧
の
態
度
に
雲
居
雁
が
涙
を
こ
ぼ
し
、
そ
れ
を
父
親
が
ど
う
お
も
う
か
と
考
え
る
場
面
）「
あ
や
し
く

心
お
く
れ
て
も
進
み
出
で
つ
る
涙
か
な
、
い
か
に
思
し
つ
ら
ん
」（
梅
枝
・
新
編
二
二
、四
二
六
頁
）

⑻
（
大
男
が
三
人
切
り
倒
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
人
々
が
太
刀
さ
ば
き
を
ほ
め
て
）
門
ノ
辺
ニ
、
大
ナ
ル
男
三
人
ヲ
幾
ク
程
モ
不

隔
切
伏
タ
ル
、
極イ

ミ
ジク

仕ツ
カ
ヒタ

ル
太
刀
カ
ナ
。『
互
ニ
切
テ
死
タ
ル
カ
』
ト
思
テ
吉
ク
見
レ
バ
、
同
ジ
刀
ノ
仕
ヒ
様
也
。（
巻
二
三
第

一
五
・
新
編
三
七
、二
〇
三
頁
）

　

「
形
容
語
間
接
修
飾
」
と
い
う
の
は
、
骨
子
体
言
を
直
接
修
飾
し
て
い
る
動
詞
の
格
成
分
を
情
意
評
価
の
語
が
修
飾
し
て
い
る
例
で

あ
る
。⑼

（
朝
顔
の
姫
君
の
他
人
行
儀
な
対
応
に
源
氏
が
不
平
を
漏
ら
す
）「
今
さ
ら
に
若
々
し
き
心
地
す
る
御
簾
の
前
か
な
。（
朝
顔
・

新
編
二
一
、四
七
三
頁
）

⑽
（「
盗
人
を
蹴
飛
ば
し
た
ら
見
え
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
強
力
の
僧
正
の
言
葉
を
聞
い
た
弟
子
た
ち
が
）「
可
咲
キ
事
ヲ
モ
被
仰

ル
物
カ
ナ
」
ト
思
フ
カ
ラ
（
巻
二
三
第
二
〇
・
新
編
三
七
、二
二
一
頁
）
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こ
の
形
式
で
は
、
形
容
詞
や
そ
れ
に
準
ず
る
語
が
直
接
に
骨
子
体
言
を
修
飾
す
る
形
式
よ
り
も
、
話
者
の
情
意
や
評
価
を
表
す
姿
勢

が
一
歩
後
退
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
用
例
は
源
氏
よ
り
今
昔
が
増
加
し
て
お
り
、近
藤
（
二
〇
二
二
）
で
報
告
し
た
「
活
用
語
カ
ナ
」

の
述
語
が
動
詞
中
心
に
な
っ
て
い
く
こ
と
と
連
動
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

「
動
詞
主
体
」
と
し
た
も
の
は
、
さ
ら
に
二
つ
に
別
れ
る
。
一
つ
は
情
意
評
価
の
形
容
詞
は
含
ま
な
い
も
の
の
、
そ
の
動
詞
自
体
に

情
意
評
価
の
意
味
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。

⑾
（
出
会
う
前
の
浮
舟
一
行
の
行
列
の
様
子
を
見
て
薫
が
抱
い
た
感
想
）
田
舎
び
た
る
も
の
か
な
と
見
た
ま
ひ
つ
つ
（
宿
木
・
新

編
二
四
、四
八
七
頁
）

⑿
（
平
茸
に
あ
た
っ
て
死
ん
だ
僧
が
道
長
か
ら
悔
や
み
の
品
を
も
ら
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
自
分
も
死
ん
で
悔
や
み
の
品
を
も
ら
お

う
と
し
た
僧
に
つ
い
て
の
道
長
の
感
想
）
殿
、「
物
ニ
狂
フ
僧
カ
ナ
」
ト
仰
セ
給
ヒ
テ
ナ
ム
、
咲
ハ
セ
給
ヒ
ケ
ル
。（
巻
二
八
第

一
七
・
新
編
三
八
、二
〇
二
頁
）

こ
の
よ
う
な
例
は
、
源
氏
に
四
三
例
（
一
三
．
九
％
）
あ
り
、
今
昔
に
は
二
一
例
（
一
〇
．
一
％
）
あ
る
。
そ
の
内
訳
で
あ
る
が
、
源

氏
は
和
歌
の
例
が
一
四
例
あ
り
、
そ
の
多
く
が
「（
袖
）
濡
る
、
涙
も
よ
ほ
す
、（
袖
を
）
濡
ら
す
、（
露
）
か
か
る
、（
涙
に
）
く
も
る
、

袂
に
か
か
る
、
し
お
た
る
」
の
よ
う
な
「
つ
ら
く
て
泣
く
」
と
い
う
心
情
を
表
す
動
詞
単
体
の
形
で
あ
る
。
散
文
で
動
詞
単
体
の
も
の

は
、
五
例
で
あ
る
。
散
文
の
例
で
は
、
打
ち
消
し
の
形
に
な
っ
た
「
飽
か
ぬ
、
知
ら
ぬ
」
や
「
ベ
シ
マ
ジ
」
が
下
接
し
た
も
の
が
多
く
、

状
態
性
の
表
現
に
な
っ
た
も
の
が
多
い
。

　

今
昔
に
も
「
物
思
へ
ぬ
」「
心
得
ぬ
」
や
「
目
盲
た
る
」
な
ど
の
状
態
性
の
も
の
も
多
い
が
、動
詞
単
体
で
「
物
に
狂
ふ
」「
恥
見
る
」

「
罪
作
る
」
な
ど
、
骨
子
体
言
に
当
た
る
人
物
の
直
前
の
動
作
を
表
す
も
の
が
目
立
つ
。
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連
体
修
飾
部
が
動
詞
で
か
つ
情
意
評
価
の
語
を
含
ま
な
い
例
が
源
氏
に
は
一
二
例
存
在
す
る
。

⒀
（
源
氏
が
愛
人
花
散
里
の
も
と
に
赴
く
途
中
で
荒
れ
放
題
の
邸
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
場
面
）
柳
も
い
た
う
し
だ
り
て
、
築
地
も

さ
は
ら
ね
ば
乱
れ
伏
し
た
り
。見
し
心
地
す
る
木
立
か
な
と
思
す
は
、は
や
う
こ
の
宮
な
り
け
り
。（
蓬
生
・
新
編
二
一
、三
四
四
頁
）

⒁
（
夕
霧
が
落
葉
の
宮
に
思
い
を
打
ち
明
け
よ
う
と
す
る
場
面
）
し
め
や
か
に
て
、
思
ふ
こ
と
も
う
ち
出
で
つ
べ
き
を
り
か
な
と

思
ひ
ゐ
た
ま
へ
る
に
（
霧
・
新
編
二
三
、四
〇
三
頁
）

こ
れ
ら
の
例
で
は
、
話
し
手
の
心
中
に
あ
る
も
の
は
情
意
評
価
と
い
っ
た
感
情
の
動
き
で
は
な
く
て
、「
こ
れ
は
あ
れ
か
？
」
や
、「
い

ま
～
す
べ
き
か
？
」
と
い
っ
た
認
識
や
意
志
に
関
わ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
カ
ナ
感
動
喚
体
句
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
近
藤

（
一
九
九
七
）
に
活
用
語
カ
ナ
の
一
部
に
述
体
に
接
近
し
た
例
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
例
も
「
Ａ
は
Ｂ
か
」
と
い
う
名

詞
文
の
疑
問
文
に
接
近
し
た
例
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

今
昔
に
は
和
歌
の
一
例
し
か
無
い
。

⒂
（
能
因
法
師
の
和
歌

（
注
２
））
ト
シ
フ
レ
バ
カ
ハ
ラ
ニ
松
ハ
オ
イ
ニ
ケ
リ
子
日
シ
ツ
ベ
キ
ネ
ヤ
ノ
ウ
ヘ
カ
ナ
（
巻
二
四
第
四
六
・
新
編

三
七
、三
六
〇
頁
）

　

源
氏
の
例
は
、
現
代
語
風
の
疑
問
の
カ
ナ
に
一
歩
踏
み
出
し
た
例
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
昔
で
は
そ
の
よ
う
な
例
が
少
な
い
事
情

は
わ
か
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
一
部
形
式
の
変
化
が
あ
り
、
ま
た
、
源
氏
に
は
情
意
評
価
を
含
ま
な
い
連
体
修
飾
部
が
や
や
目
立
つ
と
い
う
違
い
は
あ
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る
も
の
の
、
源
氏
と
今
昔
の
カ
ナ
感
動
喚
体
句
の
修
飾
部
の
傾
向
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
化
は
な
い
と
言
え
る
。

二
の
二　

骨
子
体
言
―
人
物
名
詞
の
増
加
―

　

二
の
一
に
述
べ
た
よ
う
に
、
カ
ナ
感
動
喚
体
句
の
連
体
修
飾
部
に
つ
い
て
は
、
源
氏
と
今
昔
に
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
骨
子
体
言
に
つ
い
て
は
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。
表
2
．
の
よ
う
に
、
骨
子
体
言
が
形
式
名
詞
で
あ
る
も
の
が
一
番
多
い

と
い
う
点
で
は
両
者
違
い
は
な
い
の
だ
が
、
そ
の
次
に
多
い
も
の
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
見
て
行
く
。

　

形
式
名
詞

　

表
２
の
「
形
式
名
詞
」
と
は
「
こ
と
、
わ
ざ
、
さ
ま
」
の
類
い
の
こ
と
で
、
源
氏
の
カ
ナ
感
動

喚
体
句
の
骨
子
体
言
で
は
、「
わ
ざ
」
が
五
四
例
、「
こ
と
」
が
三
三
例
、「
さ
ま
」
が
一
八
例
、「
も
の
」

が
一
二
例
、「
あ
り
さ
ま
」
が
一
一
例
、「
ほ
ど
」
が
六
例
、「
を
り
」
が
四
例
、「
気
色
」
が
三
例
、

「
容
貌
」
が
三
例
、「
こ
ろ
」
が
二
例
、「
け
は
ひ
、
ふ
し
」
が
一
例
で
あ
る
。

⒃
（
源
氏
の
夜
遊
び
が
重
な
る
の
を
周
囲
に
人
々
が
嘆
い
て
）「
見
苦
し
き
わ
ざ
か
な
。
こ
の

ご
ろ
例
よ
り
も
静
心
な
き
御
忍
び
歩
き
の
し
き
る
中
に
も
、
昨
日
の
御
気
色
の
い
と
な
や
ま

し
う
思
し
た
り
し
に
」（
夕
顔
・
新
編
二
〇
、一
八
一
頁
）

⒄
（
夕
顔
の
娘
玉
鬘
の
消
息
を
告
げ
ら
れ
た
源
氏
が
そ
の
数
奇
な
運
命
に
感
銘
を
受
け
）、「
げ

に
、あ
は
れ
な
り
け
る
こ
と
か
な
。
年
ご
ろ
は
い
づ
く
に
か
」（
玉
鬘
・
新
編
二
二
、一
二
〇
頁
）　

表２．骨子体言の比較
名詞分類 源氏 今昔
形式名詞 149 48% 91 43.8%
非物体名詞 108 35% 17 8.2%
具体物名詞 33 11% 15 7.2%
人物名詞 20 6% 84 40.4%
不明 0 0% 1 0.5%
総計 310 100% 208 100%
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一
方
の
今
昔
で
は
、「
事
（
こ
と
）」
が
五
六
例
、「
相
」
が
一
例
、「
態
（
わ
ざ
）」
が
二
二
例
、「
形
式
名
詞
と
し
て
の
物
」
が
一
〇

例
、「
有
様
、
様
（
さ
ま
）」
が
一
例
で
あ
っ
た
。

⒅
（
現
れ
た
蛇
を
死
ん
だ
娘
の
生
ま
れ
変
わ
り
だ
と
信
じ
た
男
が
）「
此
ノ
蛇
ハ
、
早
ウ
昔
ノ
人
ノ
成
リ
タ
ル
ニ
コ
ソ
有
ケ
レ
。

哀
ニ
悲
シ
キ
事
カ
ナ
」
ト
思
ヘ
ド
モ
、（
巻
一
三
第
四
三
・
新
編
三
五
、三
九
四
頁
）

⒆
（
火
難
水
難
の
末
、
か
ろ
う
じ
て
木
の
枝
に
と
り
す
が
っ
た
少
年
が
嘆
く
）「
此
ク
遥
ナ
ル
木
ヨ
リ
落
テ
、
身
ヲ
砕
テ
死
ナ
ム

ト
為
ル
、
悲
キ
態
カ
ナ
」
ト
思
フ
程
ニ
（
巻
二
六
第
三
・
新
編
三
七
、四
六
七
頁
）

近
藤
要
司
（
一
九
九
七
）
で
は
、
カ
ナ
感
動
喚
体
句
に
つ
い
て
「
散
文
で
は
中
心
骨
子
た
る
体
言
が
事
態
や
場
面
全
体
を
抽
象
的
に
示

す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
あ
る
。」（
四
一
三
頁
）
と
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
今
昔
に
も
共
通
な
の
で
あ
る
。

　

非
物
体
名
詞

　

「
非
物
体
名
詞
」
と
は
、「
な
や
み
」「
あ
さ
ね
」
な
ど
人
の
行
為
を
表
し
た
名
詞
や
、実
在
す
る
が
目
に
は
見
え
な
い
「
心
、音
、春
」

な
ど
の
名
詞
で
あ
る
。
源
氏
で
は
「
契
り
」
が
五
例
、「
お
ぼ
え
」
が
二
例
、「
な
や
み
」
が
二
例
、「
隔
て
」
が
二
例
、「
朝
寝
」
が
二
例
、

「
用
意
」
が
二
例
、「
あ
つ
か
ひ
、
か
ざ
し
争
ひ
、
ま
じ
ら
ひ
、
御
言
、
口
つ
き
、
思
ひ
や
り
、
祝
言
、
色
ご
の
み
、
忍
び
歩
き
、
物
語
、

文
書
き
」
が
一
例
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
心
」
が
二
〇
例
、「
世
」
が
一
三
例
、「
所
」
が
七
例
、「
宿
世
、
声
」
が
四
例
、「
音
、
暮
」
が

三
例
、「
雨
そ
そ
き
、
春
が
、
朝
ぼ
ら
け
、
夕
」
が
二
例
あ
り
、「
あ
は
ひ
、
わ
た
り
、
気
色
、
空
、
隈
、
今
日
、
秋
、
丈
だ
ち
、
心
く

ら
べ
ど
も
、
心
ば
へ
、
前
、
仲
ら
ひ
、
内
、
日
数
、
年
、
年
月
、
品
、
名
、
夜
」」
が
一
例
ず
つ
あ
っ
た
。
二
例
を
示
す
。
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⒇
（
寝
姿
の
ま
ま
あ
れ
こ
れ
考
え
て
い
る
源
氏
に
来
訪
し
た
頭
中
将
が
）「
こ
よ
な
き
御
朝
寝
か
な
。
ゆ
ゑ
あ
ら
む
か
し
と
こ
そ

思
ひ
た
ま
へ
ら
る
れ
」
と
言
へ
ば
（
末
摘
花
・
新
編
二
〇
、二
八
五
頁
）

㉑
（
薫
が
匂
宮
を
宇
治
に
宇
治
に
ま
ね
い
た
こ
と
を
後
悔
し
て
）
い
と
け
し
か
ら
ざ
り
け
る
心
か
な
と
、
か
へ
す
が
へ
す
ぞ
悔
し

き
。（
宿
木
・
新
編
二
四
、三
八
七
頁
）

今
昔
で
は
、こ
の
類
型
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
源
氏
が
一
〇
八
例
（
三
五
％
）
あ
る
の
に
対
し
て
、一
七
例
（
八
、二
％
）
に
留
ま
る
。

具
体
的
な
語
は
、「
歌
、
こ
ろ
も
が
へ
、
か
ま
へ
」
が
一
例
、「
心
」
が
六
例
と
「
上
、
色
、
心
ば
せ
、
心
ば
へ
、
世
の
中
、
名
、
夜
、
力
、」

が
一
例
ず
つ
で
あ
る
。
用
例
は
、

㉒
（
鐘
を
盗
ん
だ
賊
の
計
略
に
気
づ
い
た
僧
や
村
人
た
ち
が
）「
極イ

ミ
ジカ

リ
ケ
ル
奴
原
ノ
構
ヘ
カ
ナ
」
ト
ナ
ム
々
云
ヒ
喤
ノ
ノ
シ
リケ
ル
。（
巻

二
九
第
一
七
・
新
編
三
八
、三
四
五
頁
）

㉓
（
橋
か
ら
落
ち
か
か
っ
た
車
を
踏
み
留
め
た
牛
を
ほ
め
て
）「
極イ

ミ
ジキ

牛
ノ
力
カ
ナ
」
ト
ゾ
其
ノ
辺
ノ
人
モ
讃
ケ
ル
。（
巻
二
七
第

二
七
・
新
編
三
八
、八
八
頁
）

具
体
物
名
詞

　

こ
れ
は
具
体
的
に
見
、手
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
モ
ノ
が
骨
子
体
言
で
あ
る
例
で
あ
る
。
源
氏
に
は
三
三
例
あ
る
。
語
の
内
訳
は
、

「
袖
」
が
六
例
、「
身
」
が
五
例
、「
涙
」
が
四
例
、「
文
」
が
三
例
、「
も
の
（
具
体
物
）」
が
二
例
、「
月
、も
じ
、雨
、絵
、葛
」、空
、雪
、蔦
、

箱
、
木ゆ

綿ふ
だ
す
き襷
、
木
立
、
門
、
御ご

容よ
う
め
い面
」
が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、「
袖
」
六
例
な
ど
一
六
例
は
和
歌
の
例
で
あ
る
。

近
藤
（
一
九
九
七
）に
述
べ
た
よ
う
に
源
氏
で
骨
子
体
言
が
こ
の
よ
う
な
具
体
物
名
詞
で
あ
る
も
の
の
多
く
は
和
歌
の
例
な
の
で
あ
る
。
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こ
こ
で
は
散
文
の
例
を
あ
げ
る
。

㉔
（
兵
部
卿
の
宮
が
源
氏
の
書
い
た
手
紙
の
内
容
を
気
に
す
る
）、「
内
の
こ
と
思
ひ
や
ら
る
る
御
文
か
な
。
何
ご
と
の
隠
ろ
へ
あ

る
に
か
、
深
く
隠
し
た
ま
ふ
」
と
恨
み
て
、
い
と
ゆ
か
し
と
思
し
た
り
。（
梅
枝
・
新
編
二
二
、四
〇
七
頁
）

㉕
（
匂
宮
が
中
の
君
の
と
こ
ろ
に
来
た
薫
の
手
紙
に
つ
い
た
紅
葉
の
蔦
を
見
て
）、「
を
か
し
き
蔦
か
な
」
と
、
た
だ
な
ら
ず
の
た

ま
ひ
て
、
召
し
寄
せ
て
見
た
ま
ふ
。（
宿
木
・
新
編
二
四
、四
六
三
頁
）

今
昔
の
こ
の
類
は
、
比
率
が
か
な
り
源
氏
よ
り
も
落
ち
て
い
て
い
る
。
具
体
的
な
語
は
、「
馬
、
乗
馬
」
が
三
例
、「
月
、
一
物
、
猿
、
花
、

花
ざ
く
ら
、
牛
、
魚
、
玉
、
太
刀
、
地
、
蜘
蛛
の
い
（
蜘
蛛
の
糸
）、
鋺

か
な
ま
りが
一
例
ず
つ
で
あ
る
。
二
例
を
あ
げ
る
。

㉖
（
病
気
を
払
う
巫
女
が
取
り
出
し
た
玉
を
家
の
人
が
見
て
）「
可オ

カ
シ
ゲ

咲
気
ナ
ル
玉
カ
ナ
。
此
ノ
物
託
ノ
女
ノ
、
本
ヨ
リ
懐
ニ
持
テ

人
謀
ラ
ム
ト
為
ル
ナ
メ
リ
」（
巻
二
七
第
四
〇
・
新
編
三
八
、一
二
三
頁
）

㉗
（
雑
談
の
中
で
満
濃
池
の
魚
の
多
さ
を
称
え
て
）「
哀
レ
、満
農
ノ
池
ニ
ハ
無
限
ク
多
カ
ル
魚
カ
ナ
。
三
尺
ノ
鯉
ナ
ド
モ
有
ラ
ム
」

ナ
ド
語
ケ
ル
ヲ
（
巻
三
一
第
二
二
・
新
編
三
八
、五
四
七
頁
）

人
物
名
詞

　

こ
れ
は
「
人
、者
、女
」
の
よ
う
な
人
を
指
す
名
詞
、「
大
臣
、君
、ま
う
と
」
の
よ
う
な
親
族
や
役
職
の
呼
称
を
含
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
タ
イ
プ
に
関
し
て
は
、源
氏
が
二
〇
例
（
六
％
）
に
留
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、今
昔
で
は
、八
四
例
（
四
〇
．
四
％
）
に
上
っ

て
い
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
源
氏
と
今
昔
の
間
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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こ
れ
に
つ
い
て
は
節
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

三　

骨
子
体
言
が
人
物
名
詞
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て

　

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
源
氏
と
今
昔
で
は
人
物
名
詞
を
骨
子
体
言
と
す
る
も
の
（
以
下
「
人
物
名
詞
型
」
と
す
る
）
の
用
例
数
の
比

率
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
。

『
源
氏
物
語
』
の
カ
ナ
感
動
喚
体
句
の
骨
子
体
言
の
多
く
が
形
式
名
詞
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
か
つ
て

体
言
カ
ナ
の
場
合
に
は
、
情
意
や
評
価
は
決
定
的
に
定
ま
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
、
そ
の
対
象
事
態
に
つ
い
て
は
描
写
さ
れ
る
べ
き
具

体
性
が
備
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
情
意
評
価
の
中
核
が
話
者
の
内
部
に
生
起
し
た
情
意
や
評
価
の
感
情
の
と
り
あ

え
ず
の
対
象
と
し
て
「
仮
構
」
さ
れ
、
具
体
性
を
帯
び
な
い
ま
ま
に
言
語
化
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。（
近
藤
（2019

）

p.416

）

と
説
明
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、『
今
昔
物
語
集
』
で
は
こ
れ
と
は
異
な
り
、
骨
子
体
言
が
人
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
も
の
が
形
式
名

詞
に
次
ぐ
用
例
数
に
上
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
源
氏
物
語
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
の
カ
ナ
感
動
喚
体
句
の
違
い
の
端
的
な
表

れ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

具
体
的
な
用
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
源
氏
で
は
二
〇
例
の
用
例
が
あ
り
、「
人
」
が
一
〇
例
あ
る
以
外
は
、「
あ
ま
、
ま
う
と
、
橋

姫
、
君
、
児
、
主
、
女
、
僧
都
、
大
臣
、
姫
君
」
が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
二
例
を
示
す
。

㉘
（
頭
中
将
が
式
部
丞
に
続
き
を
言
わ
せ
よ
う
と
し
て
）「
さ
て
さ
て
を
か
し
か
り
け
る
女
か
な
」
と
す
か
い
た
ま
ふ
を
（
帚
木
・

新
編
二
〇
、八
六
頁
）
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㉙
（
女
三
宮
が
紫
の
上
に
は
じ
め
て
対
面
し
て
）「
げ
に
い
と
若
く
心
よ
げ
な

る
人
か
な
」
と
、幼
き
御
心
地
に
は
う
ち
と
け
た
ま
へ
り
。（「
源
氏
」
若
菜
上
・

新
編
二
三
、九
二
頁
）

一
方
、
今
昔
で
は
、
用
例
数
は
八
四
例
（
四
〇
．
四
％
）
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
は
形
式

名
詞
を
骨
子
体
言
と
す
る
も
の
に
匹
敵
す
る
用
例
数
比
率
で
あ
る
。
使
わ
れ
た
語
も

表
3
の
よ
う
に
多
種
類
に
上
る
。「
奴
」
と
「
者
」
の
例
を
挙
げ
る
。

㉚
（
久
米
仙
人
が
術
で
材
木
を
運
ぶ
と
請
け
合
っ
た
の
を
聞
い
た
役
人
が
）「
嗚

呼
ノ
事
ヲ
モ
云
フ
奴
カ
ナ
」
ト
乍
思
、「
極
テ
貴
カ
リ
ナ
ム
」
ト
答
フ
。（
巻
一
一
第
二
四
・
新
編
三
五
、一
一
五
頁
）

㉛
（
陰
陽
道
を
き
わ
め
た
三
好
清
行
が
妖
怪
の
出
る
邸
宅
を
手
に
入
れ
て
そ
の
邸
に
泊
ま
り
込
む
と
女
の
格
好
を
し
た
化
け
物
が

出
て
来
た
）
見
レ
バ
、
鼻
鮮
ニ
テ
匂
ヒ
赤
シ
。
口
脇
ニ
四
五
寸
許
銀
□
（
欠
字
）
作
タ
ル
牙
咋
違
タ
リ
。「
奇ア

サ
マ
シ異

キ
者
カ
ナ
」
ト

見
ル
程
ニ
、
塗
籠
ニ
入
テ
、
戸
ヲ
閉
ヅ
。（
巻
二
七
第
三
一
・
新
編
三
八
、九
九
頁
）

人
物
名
詞
型
の
使
用
状
況

　

人
物
名
詞
型
は
用
例
数
比
率
で
際
立
っ
た
違
い
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
使
用
さ
れ
る
状
況
に
つ
い
て
も
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

　

人
物
名
詞
型
に
つ
い
て
、
そ
の
発
話
の
状
況
を
見
て
み
る
。『
源
氏
物
語
』
の
場
合
に
は
、
全
用
例 

二
〇
例
の
う
ち
、
会
話
が
一
〇

例
で
心
話
独
話
が
一
〇
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
富
岡
（
二
〇
一
四
）
に
よ
る
源
氏
の
カ
ナ
感
動
喚
体
句
全
体
の
調
査
と
大
き
な
違
い
は

な
い

（
注
３
）。
そ
の
会
話
一
〇
例
の
う
ち
、
下
の
二
例
の
み
が
、
骨
子
体
言
の
人
を
表
す
名
詞
が
聞
き
手
を
指
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

表３．人を意味する言葉
語 用例数 語 用例数
者 21 賢人 1
奴 16 御許 1
人 9 乞丐（かたゐ） 1
主 6 児 1
御房 3 善知識 1
僧 3 尊 1
男 3 大徳 1
白者 3 奴原 1
君 2 童 1
女 2 武者 1
盗人 2 者（物） 1
阿闍梨 1 兵 1
翁 1 総計 84
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㉜
（
源
氏
の
催
馬
楽
を
模
し
た
歌
か
け
に
事
情
を
知
ら
ぬ
人
が
）「
あ
や
し
く
も
さ
ま
変
へ
け
る
高
麗
人
か
な
」
と
答
ふ
る
は
、

心
知
ら
ぬ
に
や
あ
ら
ん
。（
花
宴
・
新
編
二
〇
、三
六
五
頁
）

㉝
（
薫
、
匂
宮
そ
れ
ぞ
れ
の
使
者
が
鉢
合
わ
せ
を
し
て
、
薫
の
使
者
が
問
い
た
だ
す
））「
私
の
人
に
や
艶
な
る
文
は
さ
し
取
ら
す

る
。
け
し
き
あ
る
ま
う
と
か
な
。
も
の
隠
し
は
な
ぞ
」
と
言
ふ
。（
浮
舟
・
新
編
二
五
、一
七
〇
頁
）

こ
の
二
例
の
う
ち
「
花
宴
」
の
例
は
、
花
の
宴
に
招
か
れ
た
右
大
臣
家
で
朧
月
夜
の
姿
を
も
と
め
る
源
氏
が
口
ず
さ
ん
だ
催
馬
楽
の
句

に
応
じ
た
女
性
の
言
葉
で
あ
る
。「
浮
舟
」
の
例
は
、
対
面
し
た
相
手
の
挙
措
を
怪
し
ん
で
発
し
た
言
葉
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
例
は
後

で
述
べ
る
今
昔
の
例
と
共
通
点
が
多
い
。

　

一
方
、
今
昔
全
体
で
は
会
話
に
用
い
ら
れ
た
カ
ナ
感
動
喚
体
句
は
一
二
〇
例
で
こ
れ
は
全
体
の
五
七
．
七
％
で
あ
る
。
源
氏
と
大
き

な
違
い
は
無
い
。
人
物
名
詞
型
に
限
る
と
、
五
九
例
（
七
〇
．
二
％
）
で
あ
る
。
人
物
名
詞
型
が
会
話
文
に
多
く
用
い
ら
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
さ
ら
に
、
会
話
に
用
い
ら
れ
た
五
九
例
の
う
ち
、
人
物
名
詞
が
話
し
手
の
目
の
前
に
い
る
聞
き
手
を
指
す
場
合
（
以
下
「
人

物
名
詞
聞
き
手
型
」
と
す
る
）
が
、
三
〇
例
あ
る
。
源
氏
の
二
例
と
比
べ
る
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
二
例
あ
げ
る
。

㉞
（
馬
を
た
た
い
て
急
が
せ
る
男
に
む
か
っ
て
僧
が
）
何イ

カ

デ
道
々
草
ノ
ア
ル
食
給
フ
ヲ
妨
ゲ
進
テ
掻
キ
ア
フ
リ
テ
ハ
可
行
キ
ゾ
。

極
メ
テ
慈
悲
無
カ
リ
ケ
ル
尊ミ

コ
トカ

ナ
」
ト
云
テ
、
音
ヲ
放
テ
叫
ブ
。（
巻
一
九
第
三
・
新
編
三
六
、四
四
三
頁
）

㉟
（
主
が
隣
家
の
死
者
を
自
分
の
家
か
ら
運
び
出
せ
と
言
う
の
を
聞
い
て
妻
子
が
非
難
し
て
）「
希
有
ノ
事
モ
宣
ヒ
ケ
ル
人
カ
ナ
。

極
テ
穀
ヲ
断
チ
世
ヲ
棄
タ
ル
聖
人
也
ト
云
フ
ト
モ
、
此
ル
事
云
フ
人
ヤ
有
ル
。（
巻
二
〇
第
四
四
・
新
編
三
七
、一
四
七
頁
）

　

こ
れ
ら
の
例
で
は
、話
し
手
が
聞
き
手
を
直
接
に「
慈
悲
無
カ
リ
ケ
ル
尊
」「
希
有
ノ
事
モ
宣
ヒ
ケ
ル
人
」と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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人
物
名
詞
型
の
連
体
修
飾
部

　

源
氏
で
も
今
昔
で
も
カ
ナ
感
動
喚
体
句
の
典
型
は
、
二
で
見
た
よ
う
に
「
情
意
評
価
の
形
容
詞
の
連
体
形
＋
形
式
名
詞
」
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
今
昔
の
人
物
名
詞
型
全
体
を
見
て
も
同
様
に
形
容
詞
連
体
形
が
八
四
例
中
四
一
例
と
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
て
い
る
。
し
か

し
、
聞
き
手
を
相
手
と
し
た
人
物
名
詞
聞
き
手
型
の
場
合
に
は
、
連
体
修
飾
部
が
形
容
詞
で
あ
る
例
は
少
な
い
。
下
記
の
よ
う
な
例
が

三
〇
例
中
一
一
例
あ
る
の
み
で
あ
る
。

㊱
（
逢
い
引
き
す
る
際
に
案
内
さ
れ
た
お
堂
で
奇
異
な
体
験
を
し
て
、
案
内
し
た
女
に
文
句
を
言
う
）「
鬼
ノ
住
ケ
ル
所
ニ
人
ヲ

臥
セ
テ
。
奇ア

サ
マ
シ異

カ
リ
ケ
ル
者
カ
ナ
」
ト
云
ケ
レ
バ
（
巻
二
七
第
一
六
・
新
編
三
八
、六
一
頁
）

㊲
（
瓜
を
運
ぶ
人
足
達
が
瓜
を
く
れ
な
い
の
で
、
そ
れ
を
非
難
す
る
。）
翁
ノ
云
ク
、「
情
座マ

ザ
リ
ケ
ル
主
達
カ
ナ
。
年
老
タ
ル
者

ヲ
バ
、『
哀
レ
』
ト
云
フ
コ
ソ
、
吉
キ
事
ナ
レ
。（
巻
二
八
第
四
〇
・
新
編
三
八
、二
六
九
頁
）

　
　

今
昔
の
カ
ナ
感
動
喚
体
句
全
体
、
あ
る
い
は
人
物
名
詞
型
全
体
と
は
異
な
っ
て
人
物
名
詞
聞
き
手
型
の
場
合
に
は
、
連
体
修
飾
部

が
動
詞
句
で
あ
る
こ
と
が
か
な
り
多
い
の
で
あ
る
。
三
〇
例
の
う
ち
の
一
九
例
が
動
詞
が
連
体
修
飾
し
て
い
る
例
な
の
で
あ
る
。

㊳
（
陰
陽
道
の
魔
力
の
証
拠
に
蛙
を
殺
し
て
み
よ
と
言
う
貴
族
達
に
安
倍
晴
明
が
）「
罪
造
リ
給
君
カ
ナ
。
然
ル
ニ
テ
モ
、『
試
ミ

給
ハ
ム
』
ト
有
レ
バ
」
ト
テ
（
巻
二
四
第
一
六
・
新
編
三
七
、二
八
六
頁
）

㊴
（
言
い
つ
け
ら
れ
た
用
事
を
果
た
そ
う
と
駆
け
つ
け
て
き
た
童
を
見
て
）
茂
経
此
レ
ヲ
見
テ
、「
哀
、
飛
ガ
如
ク
ニ
詣
来
タ
ル

童
カ
ナ
」
ト
云
テ
、（
巻
二
八
第
三
〇
・
新
編
三
八
、二
三
三
頁
）

㊵
（
貝
に
手
を
挟
ま
れ
動
け
ず
海
に
沈
み
そ
う
な
猿
を
殺
そ
う
と
石
を
持
っ
た
女
に
別
の
女
が
）
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「
ユ
ヽ
シ
キ
態
為
ル
御オ

許モ
ト

カ
ナ
。
糸イ

ト
ホ
シ惜

気ゲ

ニ
」
ト
云
テ
、罸
タ
ム
ト
為
ル
石
ヲ
奪
ヘ
バ
、（
巻
二
九
第
三
五
・
新
編
三
八
、三
九
八
頁
）

㊶
（
鬼
の
居
所
に
迷
い
込
み
危
う
く
馬
に
変
え
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
僧
が
鬼
の
妻
に
助
け
ら
れ
た
。
そ
の
鬼
の
妻
の
言
葉
）
女
房

可
行
キ
道
ヲ
教
ヘ
テ
、「
実
ニ
奇ア

サ
マ
シ異

キ
命
ヲ
存
シ
給
ヒ
ヌ
ル
人
カ
ナ
。『
喜ウ
レ

シ
』
ト
思
セ
」
ト
云
ヘ
バ
（
巻
三
一
第
一
四
・
新
編

三
八
、五
二
八
頁
）

　

こ
れ
ら
の
例
で
は
、「
罪
造
リ
給
君
カ
ナ
（
君
罪
造
り
た
ま
ふ
）」「
飛
ガ
如
ク
ニ
詣
来
タ
ル
童
カ
ナ
（
こ
の
童
飛
ぶ
が
如
く
に
詣
で

き
た
る
」「
ユ
ヽ
シ
キ
態
為
ル
御オ

許モ
ト

カ
ナ
（
御
許
ゆ
ゆ
し
き
わ
ざ
す
る
）」「
実
ニ
奇ア
サ
マ
シ異
キ
命
ヲ
存
シ
給
ヒ
ヌ
ル
人
カ
ナ
。（
こ
の
人
あ
さ

ま
し
き
命
を
存
し
た
ま
ひ
ぬ
る
）
の
よ
う
に
、
話
者
が
遭
遇
し
た
聞
き
手
の
行
為
を
描
写
し
つ
つ
、
聞
き
手
を
非
難
あ
る
い
は
賛
美
し

て
い
る
。
情
意
評
価
の
意
味
は
あ
る
の
だ
が
そ
れ
ら
は
目
立
た
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
て
、
話
し
手
が
遭
遇
し
た
事
態
を
描
く
こ
と
に

主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
用
例
が
人
物
名
詞
聞
き
手
型
の
用
例
に
目
立
つ
の
で
あ
る
。

　

『
源
氏
物
語
』
に
は
、
そ
も
そ
も
骨
子
体
言
が
人
物
名
詞
で
あ
る
も
の
は
少
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
人
物
名
詞
聞
き
手
型
の
例

は
二
例
し
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
人
物
名
詞
型
が
、
形
式
名
詞
を
骨
子
体
言
と
す
る
も
の
に
次

ぐ
ほ
ど
の
用
例
数
に
な
り
、
さ
ら
に
人
物
名
詞
聞
き
手
型
の
例
も
三
〇
例
以
上
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
人
物
名
詞
聞
き
手
型
で
は
、

話
者
が
遭
遇
し
た
聞
き
手
の
行
為
を
描
写
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
例
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。
遭
遇
し
た
事
態
を
き
っ
か
け
に
生
じ
た

話
者
の
情
意
や
評
価
を
確
認
す
る
「
あ
は
れ
な
る
わ
ざ
か
な
」
の
よ
う
な
も
の
と
、
遭
遇
し
た
事
態
を
行
為
と
行
為
者
を
中
心
に
お
い

て
描
く
「
罪
造
り
た
ま
ふ
君
か
な
」
の
よ
う
な
も
の
と
は
、
同
じ
カ
ナ
感
動
喚
体
句
と
は
言
え
、
か
な
り
異
質
の
表
現
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
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四　

考
察

四
の
一　

カ
ナ
感
動
喚
体
句
の
骨
子
体
言
が
聞
き
手
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

　

感
動
喚
体
句
の
骨
子
体
言
が
聞
き
手
を
示
す
こ
と
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。『
源
氏
物
語
』の「
を
か
し
の
御
髪
や
」型
喚
体
句
に
は
、

そ
の
よ
う
な
例
が
四
例
あ
る
。
二
例
を
示
す
。

㊷
（
源
氏
が
玉
鬘
の
顔
に
灯
り
を
近
づ
け
す
ぎ
る
右
近
を
た
し
な
め
て
）「
今
少
し
光
見
せ
む
や
。
あ
ま
り
心
に
く
し
」
と
の
た

ま
へ
ば
、
右
近
か
か
げ
て
少
し
寄
す
。「
面
な
の
人
や
」
と
少
し
笑
ひ
た
ま
ふ
。（
玉
鬘
・
新
編
・
二
二
巻
一
三
〇
頁
）

㊸
（
玉
鬘
の
評
判
で
人
々
の
心
を
騒
が
せ
よ
う
と
す
る
源
氏
を
紫
の
上
が
た
し
な
め
て
言
う
）、「
あ
や
し
の
人
の
親
や
。
ま
づ
人

の
心
は
げ
ま
さ
む
こ
と
を
先
に
お
ぼ
す
よ
。
け
し
か
ら
ず
」
と
の
た
ま
ふ
。（
玉
鬘
・
新
編
・
二
二
巻
一
三
一
頁
）

　

二
の
一
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、「
を
か
し
の
御
髪
や
」
型
喚
体
句
が
衰
退
し
て
い
て
、「
希
有
ノ
事
カ
ナ
」
の

よ
う
な
カ
ナ
感
動
喚
体
句
と
「
を
か
し
の
御
髪
や
」
型
喚
体
句
が
融
合
し
た
よ
う
な
例
が
あ
る
。

　

『
源
氏
物
語
』
で
は
、
直
接
聞
き
手
を
相
手
に
表
現
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
現
場
性
の
強
い
「
を
か
し
の
御
髪
や
」
型
喚
体
句
が

用
い
ら
れ
て
い
た
が
、『
今
昔
物
語
集
』
で
こ
の
形
式
が
衰
退
し
た
こ
と
と
連
動
し
て
、
カ
ナ
感
動
喚
体
句
で
も
、
こ
の
よ
う
な
現
場

性
の
強
い
表
現
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
を
か
し
の
御
髪
や
」
喚
体
句
の
連
体
修
飾
部
は
、
非
常
に
単
純
で
「
形
容
詞
の
語
幹
＋
の
」
と
い
う
形
で
、
話

者
の
情
意
の
確
認
の
意
味
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
今
昔
の
（
41
）「
実
ニ
奇ア

サ
マ
シ異
キ
命
ヲ
存
シ
給
ヒ
ヌ
ル
人
カ
ナ
」
の
よ
う
に
動
詞
句
で

し
か
も
複
雑
な
内
容
を
表
現
す
る
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
今
昔
物
語
集
』
で
人
物
名
詞
型
の
用
例
が
増
え
、
そ
の

骨
子
体
言
が
聞
き
手
を
意
味
す
る
用
例
が
増
え
た
こ
と
を
カ
ナ
感
動
喚
体
句
と
「
を
か
し
の
御
髪
や
」
型
喚
体
句
の
混
交
と
い
う
こ
と
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だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

四
の
二　

話
者
の
情
意
の
確
認
か
ら
遭
遇
事
態
描
写
へ

　

『
源
氏
物
語
』
の
カ
ナ
感
動
喚
体
句
の
多
く
は
、
遭
遇
し
た
事
態
を
契
機
と
し
て
話
者
の
内
部
に
わ
き
あ
が
っ
た
感
情
を
確
認
す
る

と
こ
ろ
に
表
現
の
主
眼
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
『
今
昔
物
語
集
』
の
人
物
名
詞
聞
き
手
型
で
は
、
話
者
の
情
意
を
語
る
こ
と
に
主

眼
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、聞
き
手
が
引
き
起
こ
し
た
事
態
を
描
く
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
。
源
氏
で
あ
れ
ば
、「
あ
さ
ま
し
き
わ
ざ
か
な
」

の
よ
う
な
形
容
詞
連
体
形
を
用
い
た
と
こ
ろ
を
、
今
昔
で
は
「
あ
さ
ま
し
き
わ
ざ
す
る
主
か
な
」
の
よ
う
な
動
詞
連
体
形
を
用
い
た
形

に
な
る
の
で
あ
る
。

　

注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
あ
さ
ま
し
き
わ
ざ
か
な
」
の
よ
う
な
事
態
全
体
を
表
す
形
式
名
詞
は
『
源
氏
物
語
』
の
散
文
で
は
典

型
的
で
は
あ
る
が
、
感
動
喚
体
句
の
典
型
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

源
氏
の
和
歌
に
用
い
ら
れ
た
感
動
喚
体
句
を
見
れ
ば
、
物
体
名
詞
を
骨
子
体
言
と
す
る
例
は
豊
富
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
源
氏
段
階
で

は
、
和
歌
に
は
物
体
名
詞
を
骨
子
体
言
と
す
る
用
例
が
多
く
、
散
文
で
は
形
式
名
詞
を
骨
子
体
言
と
す
る
例
が
多
い
と
い
う
状
況
だ
っ

た
の
だ
。『
今
昔
物
語
集
』
で
は
そ
こ
に
さ
ら
に
人
物
名
詞
が
骨
子
体
言
で
、
人
物
の
行
為
を
描
く
用
例
群
が
登
場
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。

四
の
三　

聞
き
手
目
当
て
の
表
現

　

聞
き
手
目
当
て
の
表
現
に
は
、「
呼
び
掛
け
」
が
あ
る
。
目
の
前
の
相
手
の
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
だ
が
、『
今

昔
物
語
集
』
で
は
、
単
純
な
呼
び
か
け
に
は
、
助
詞
ヨ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

㊹
（
生
贄
を
取
る
猿
を
懲
ら
し
め
る
た
め
に
飼
犬
に
自
分
の
身
代
わ
り
を
命
ず
る
）「
汝
ヨ
、
我
ニ
代
レ
」
ト
云
ヒ
聞
セ
テ
、
懃
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ニ
飼
ケ
ル
ニ
（
巻
二
六
第
七
・
新
編
三
七
頁
）

　

こ
の
「
人
物
名
詞
＋
ヨ
」
の
タ
イ
プ
は
、
今
昔
に
一
三
例
あ
る
が
、
人
物
名
詞
に
連
体
修
飾
句
が
付
い
た
例
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
も
の
を
呼
び
か
け
の
典
型
と
考
え
れ
ば
、
カ
ナ
感
動
喚
体
句
の
人
物
名
詞
聞
き
手
型
は
、
呼
び
か
け
と
は
か
な
り
異
な

り
、
や
は
り
、
話
者
の
感
動
や
詠
嘆
を
表
現
す
る
も
の
だ
と
い
え
る
。

　

感
動
表
現
と
呼
び
掛
け
表
現
に
つ
い
て
、
泉
子
・
Ｋ
・
メ
イ
ナ
ー
ド
（
二
〇
〇
〇
）
で
は
、

要
す
る
に
呼
び
か
け
は
、
単
に
相
手
に
呼
び
掛
け
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
感
情
を
込
め
て
あ
る
人
間
を
主
体
の
感
情
の
対
象
と

し
て
把
握
し
、
そ
の
人
に
対
す
る
感
情
を
表
現
す
る
機
会
を
作
り
出
す
と
理
解
す
る
方
が
正
し
い
。（
泉
子
・
Ｋ
・
メ
イ
ナ
ー
ド

（
二
〇
〇
〇
）「
第
9
章　

呼
び
か
け
と
感
嘆
名
詞
句
」
一
六
九
頁
）

と
し
て
い
る
。
こ
の
「
あ
る
人
間
を
主
体
の
感
情
の
対
象
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
人
に
対
す
る
感
情
を
表
現
す
る
」
と
い
う
点
で
は
、

今
昔
の
人
物
名
詞
型
聞
き
手
目
当
て
の
も
の
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
表
現
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
物
名
詞
聞
き
手
型
は
、
呼
び
掛

け
表
現
に
一
歩
近
づ
い
た
感
動
表
現
で
あ
る
と
言
え
る

（
注
４
）。『
源
氏
物
語
』の
カ
ナ
感
動
喚
体
句
に
こ
の
タ
イ
プ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
て
、『
今

昔
物
語
集
』
で
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
の
背
後
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

源
氏
の
散
文
の
カ
ナ
感
動
喚
体
句
は
、
話
者
自
身
と
事
態
に
よ
り
湧
き
上
が
っ
た
感
情
と
い
う
二
つ
の
要
素
で
な
り
た
っ
て
い
る
。

遭
遇
事
態
へ
の
関
心
は
希
薄
で
、
そ
の
こ
と
が
骨
子
体
言
が
形
式
名
詞
で
あ
る
こ
と
と
関
係
す
る
。
一
方
、
今
昔
の
人
物
名
詞
聞
き
手

型
で
は
、
そ
の
遭
遇
事
態
を
人
の
行
為
、
と
り
わ
け
聞
き
手
の
行
為
と
し
て
描
い
て
い
る
。
遭
遇
事
態
を
「
こ
の
人
が
し
た
の
だ
」
と

対
人
的
な
観
点
か
ら
表
現
し
て
い
る
の
だ
。

　

源
氏
の
散
文
の
カ
ナ
感
動
喚
体
句
は
、
自
身
の
感
情
を
確
認
す
る
こ
と
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
和
歌
で
は
そ
の
感
情
の
契
機
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と
な
っ
た
事
態
を
具
体
的
な
事
物
の
在
り
方
と
し
て
描
い
て
い
た
。
院
政
期
の
今
昔
で
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、
他
者
と
の
交
わ
り
と
い

う
中
で
自
身
の
感
情
を
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
の
四　

「
活
用
語
＋
カ
ナ
」
と
の
違
い

『
今
昔
物
語
集
』
の
人
物
名
詞
聞
き
手
型
で
は
、
話
者
の
情
意
を
語
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
聞
き
手
が
引
き
起
こ
し

た
事
態
を
描
く
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
。
遭
遇
し
た
事
態
を
語
る
と
い
う
点
で
は
、
近
藤
（
二
〇
二
二
）
で
扱
っ
た
「
活
用
語
に
カ
ナ
が

下
接
し
た
用
例
」
の
場
合
と
共
通
で
あ
る
。

　

「
活
用
語
＋
カ
ナ
」
は
、『
源
氏
物
語
』
の
段
階
で
は
、
話
者
の
情
意
を
語
る
こ
と
が
主
眼
の
表
現
で
あ
っ
た
。

　
　

㊺
「
あ
ぢ
き
な
う
も
あ
る
か
な
。
戯
れ
に
て
も
、
も
の
の
は
じ
め
に
こ
の
御
事
よ
。（
若
紫
・
新
編
二
〇
、二
四
九
頁
）

こ
れ
が
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
情
意
を
語
る
部
分
が
目
立
た
な
い
例
が
増
加
し
て
い
る
。

㊻
（
翁
が
蛇
に
娘
を
や
る
約
束
を
し
て
し
ま
い
）「
由
無
キ
事
ヲ
モ
云
テ
ケ
ル
カ
ナ
」
ト
思
テ
（
巻
一
六
第
一
六
・
新
編

三
六
、二
〇
八
頁
）

こ
の
形
だ
と
、
普
通
の
平
叙
文
と
変
わ
り
の
な
い
も
の
に
変
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
衰
退
の
原
因
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
カ
ナ
感
動
喚
体
句
の
方
は
衰
退
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
カ
ナ
感
動
喚
体
句
は
、
主
述
倒
逆
し
た
形
式
が
述
体

と
は
ま
っ
た
く
異
質
の
形
式
で
あ
る
こ
と
が
「
活
用
語
＋
カ
ナ
」
形
式
よ
り
も
長
く
生
き
延
び
る
原
因
で
あ
ろ
う

（
注
５
）。
か
つ
ま
た
、
そ
れ
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は
倒
逆
し
た
主
述
を
持
つ
感
動
喚
体
句
と
い
う
表
現
形
式
が
述
体
と
も
い
わ
ゆ
る
一
語
文
と
も
異
な
る
文
形
式
と
し
て
存
在
し
た
こ
と

の
現
れ
だ
と
も
い
え
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
形
式
に
も
衰
退
の
兆
し
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
カ
ナ
感
動
喚
体
句
が
さ
ら
に
題
目
を
持
ち
、
名
詞
述
語
文
に
包
摂
さ

れ
て
し
ま
っ
た
例
が
増
加
す
る
と
い
う
傾
向
で
あ
る
。

　

『
源
氏
物
語
』
に
も
、
カ
ナ
感
動
喚
体
句
が
名
詞
述
語
文
に
包
摂
さ
れ
た
例
が
一
八
例
存
在
し
た
。『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
こ
の

よ
う
な
例
が
三
〇
例
あ
る
。
そ
し
て
、
一
八
例
が
人
物
名
詞
型
で
あ
る
。
カ
ナ
の
典
型
は
感
動
喚
体
句
な
の
だ
が
、
そ
の
形
の
ま
ま
、

名
詞
述
語
文
に
包
摂
さ
れ
て
し
ま
う
例
が
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五　

ま
と
め

　

以
上
、
本
論
で
は
、『
源
氏
物
語
』
の
カ
ナ
感
動
喚
体
句
と
『
今
昔
物
語
集
』
の
カ
ナ
感
動
喚
体
句
を
比
較
し
、
後
者
に
、

・
人
を
意
味
す
る
人
物
名
詞
を
骨
子
体
言
と
す
る
も
の
が
非
常
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
。

・
そ
の
よ
う
な
用
例
で
は
、
人
物
名
詞
が
聞
き
手
を
指
す
例
が
目
立
つ
こ
と
。

・
聞
き
手
を
指
す
場
合
、
連
体
修
飾
部
が
情
意
や
評
価
を
語
る
形
容
詞
で
は
な
く
て
、
聞
き
手
の
行
為
を
語
る
動
詞
で
あ
る
こ
と
が

多
い
。

と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
、
カ
ナ
感
動
喚
体
句
が
『
源
氏
物
語
』
の
話
し
手
の
情
意
を
確
認
す
る
表
現
か
ら
、
遭
遇
し
た
事
態
を
描
く
表

現
に
変
化
し
、
か
つ
、『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
話
し
手
と
聞
き
手
の
関
係
を
意
識
し
た
上
で
用
い
ら
れ
た
例
が
増
加
し
た
の
だ
と
い

う
見
解
に
至
っ
た
。

　

『
今
昔
物
語
集
』
の
カ
ナ
感
動
喚
体
句
を
観
察
し
た
結
果
と
し
て
、
も
う
一
つ
つ
け
加
え
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
近
藤
の
論

考
に
も
述
べ
た
こ
と
だ
が
、
上
代
の
カ
モ
、
中
古
以
後
の
カ
ナ
に
よ
る
感
動
喚
体
句
は
連
体
修
飾
部
を
必
須
と
す
る
。「
歴
史
コ
ー
パ
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ス
」
で
中
古
の
資
料
を
検
索
し
て
み
て
も
、
カ
ナ
喚
体
句
が
連
体
修
飾
部
を
も
た
な
い
も
の
は
非
常
に
ま
れ
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味

で
、
上
代
中
古
の
カ
モ
・
カ
ナ
喚
体
句
は
、
一
語
文
の
感
嘆
表
現
と
は
一
線
を
画
し
た
表
現
な
の
で
あ
る
。
院
政
期
の
『
今
昔
物
語
集
』

で
も
連
体
修
飾
部
を
持
た
な
い
例
は
一
例
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
古
代
語
の
カ
モ
喚
体
句
カ
ナ
喚
体
句
は
、「
一
語
文
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
」
で
は
な
く
て
、「
連
体
修
飾
部
＋
名
詞
＋
終
助
詞
」
と
い
う
形
式
的
な
約
束
の
も
と
に
あ
っ
た
と
考
え
る
で
き
で
あ
ろ
う
。

冒
頭
に
喚
体
句
の
創
始
者
山
田
孝
雄
博
士
の
文
を
引
用
し
た
が
、
こ
と
カ
モ
・
カ
ナ
感
動
喚
体
句
に
限
っ
て
は
「
直
感
的
一
元
性
の
発

表
」
で
は
な
く
、「
二
元
性
」
の
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
川
端(

一
九
六
三
）
で
は
「（
喚
体
は
）
実
質
的
に

ネ
ク
サ
ス
（
述
体
）
と
の
根
本
的
な
あ
る
共
通
性
を
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
喚
体
に
お
け
る
「
美
し
き
花
」
は
モ
ノ
で
な

く
コ
ト
に
事
物
で
は
な
く
事
態
に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」（
三
二
頁
）
と
し
て
い
る
。
カ
ナ
感
動
喚
体
句
は
、
意
味
づ
け
と
し
て

「
事
態
に
対
応
す
る
」
だ
け
で
は
な
く
、
現
実
の
句
の
形
式
と
し
て
、
倒
逆
し
た
主
述
が
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
今
後

は
川
端
（
一
九
六
三
）
の
い
う
「
述
体
と
の
根
本
的
な
共
通
性
」
を
踏
ま
え
た
上
で
カ
ナ
感
動
喚
体
句
の
、
述
体
と
も
名
詞
一
語
の
感

動
文
と
も
異
な
る
独
自
性
を
追
求
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注注
１　

今
昔
の
「
そ
の
他
」
三
例
と
い
う
の
は
修
飾
部
が
不
明
な
も
の
と
、
修
飾
部
が
無
い
例
で
あ
る
。

注
２　

新
編
の
口
語
訳
は
「
長
い
年
月
た
っ
た
の
で
、
美
し
い
川
原
に
松
が
は
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
も
荒
れ
て
し
ま
う
と
、
寝
屋
の

上
で
子
の
日
の
遊
び
が
で
き
る
と
い
う
も
の
だ
」
と
あ
る
。「
～
シ
ツ
ベ
キ
」
と
あ
る
の
で
遭
遇
し
た
事
態
と
は
言
え
な
い
例
で
あ
る
。

注
３　

富
岡
（2014

）
で
は
、「「
体
言
カ
ナ
」
が
「
聞
き
手
あ
り
」
の
場
合
と
「
聞
き
手
な
し
」
の
場
合
と
で
例
数
が
拮
抗
し
て
い
る
」

（p.3

）
と
し
て
い
る
。

注
４　

笹
井
香(

二
〇
一
七
）
の
提
唱
す
る
「
レ
ッ
テ
ル
貼
り
文
」
を
思
わ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
。



67 『今昔物語集』のカナ感動喚体句について

注
５　

『
今
昔
物
語
集
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一
例
連
体
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部
が
な
い
例
が
あ
る
。「
公
助
ハ
白
者
カ
ナ
。
然
被
打
テ
居
ヨ
」
ト
咲
ケ
リ
。（
巻
十
九

第
二
十
六
・
新
編
三
六
、五
四
三
頁
）。
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